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流通とＳＣ・私の視点 

2020 年 10 月 20 日 
 

ＳＣの進化とイノベーション!! 

 

米国の経営学者ジェームズ・Ｃ・コリンズ氏のビジョナリーカンパニー（時代を超える生存の原則）の企

業の衰退の五段階説によると、第１段階「成功から生まれる傲慢」、第２段階「規律なき拡大路線」、第３段

階「リスクと問題の否認」、第４段階「一発逆転策の追求」、第５段階「屈服と凡庸な企業への転落か消滅」

の順を経て、企業は長期低落化及び淘汰の道を歩むことになります。 

今、日米のＳＣは成熟期（１つの固有マーケット内に３つの正規型ＳＣと 0.5 のマイノリティな多数のＳ

Ｃが立地し、互いに独自性を発揮して棲み分けている 3.5 体制のＳＣ競争状態で、マーケットから見てもう

これ以上ＳＣは必要ないと感じている状態）を迎えようとしております。ＳＣの飽和期（１つの固有マー

ケットの中に２つの正規型ＳＣと 0.5 のマイノリティな多数のＳＣが立地し、もう一般的なＳＣは必要な

いとマーケットが感じている 2.5 体制のＳＣ競争状態）は、既に迎えており、互いに規律なき拡大路線(衰

退の第２段階)を歩んでおり、その結果、長期低落化のＳＣや淘汰されるＳＣ（ＳＣからリタイヤしたＳＣ

を含む）がアメリカでは 2000 年頃から、日本でも 2020 年頃から続出しています。日米のＳＣディベロッ

パーは、ＳＣのマーケットデザイン理論とは関係ない新規開発やリニューアルの規律なき拡大路線の結果、

デッドモール現象やネット通販の旺盛現象が起こっています。すなわち、将来の変化要因リスクや問題点を

無視あるいは否認して、自ＳＣは関係ないとか、何とかなるとか、もっと先のこととして先送りするＳＣ

（衰退の第３段階）が多く見られます。 

今、コロナショックによる新常態（ニューノーマル）化や流通の 25 年大変革説のスタート時点であり、

ＳＣは劇的に時代対応するためのイノベーション（革新）が必要です。 

このイノベーションには、クレイトン・クリステンセン教授は次のタイプがあるとしています。 

①持続的なイノベーションで、常にソフト＆ハードの投資を行なうが、過去の延長線上のレベルのＳＣの

性能や機能を高めて競争優位性を持続的に確保するタイプ 

②破壊的なイノベーションで、過去の延長線上ではないレベルに劇的に変化させ、新たなポジショニング

により競争優位性を確立するタイプ 

コロナショックや流通の 25 年大変革のスタート時においては、持続的イノベーションは必要ですが、大

変化に対応するという意味において、成果は大きく期待できません。 

やはり、大変化には破壊的なイノベーション（ディスラプション・イノベーション）が適切であり、コロ

ナショック後のニューノーマルや流通の 25 年大変革の変化要素を考慮しないとＳＣは時代対応ができず、

長期低落化の道を歩み、近未来には淘汰される可能性があります。 

そこで、次世代型ＳＣのキーポイントは次の２つです。 

①ＳＣのデジタルシフト（変革）→ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション） 

②ＳＣのサステナブルシフト（変革）→ＳＸ（サステナブルトランスフォーメーション） 

この２つのキーポイントを次世代型ＳＣづくりの基軸と考えるならば、次世代のＳＣは次の通りとなります。 

空間の利用タイプ ＳＣ業態 内 容 

サイバー 

ＳＣ 
デジタル 

志向 

ＥＣモール ネット上のＳＣで、ＥＣテナントのミックスされた電子取引のＳＣ

仮想ＳＣ 
デジタルＳＣですが、買物や滞在にリアリティ感やエモーショ

ナル感のあるリアルＳＣに近いＳＣ 

リアル 

ＳＣ 

ＳＣ２ 

（スマート・コミュニティ・センター） 

リアルＳＣではあるが、デジタル志向とサステナブル志向を大

幅に取り入れたＳＣ 
サステナ 

ブル志向 
ライフスタイルセンター サードプレイスを基軸とした地域のコミュニティの場となるＳＣ

アンチモール（ノスタルジーＳＣ） ＳＣの概念とは異なるアナログ＆ノスタルジー志向のＳＣ 

この中のＳＣ２（スマート・コミュニティ・センター）は、持続的イノベーションと破壊的イノベーショ

ンを同時・平均的に行った「ハイブリッドイノベーションＳＣ」（コリンズ氏のＯＲの二者択一ではなく、

ＡＮＤの二面対応のＳＣ）で、現状の競争優位性を保持しながら新たなＳＣへ挑戦したＳＣです。 
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（ＳＣ理論編） 


